
佐野短期大学シラバス2015

単位数 履修上の制限

1単位 選択 特になし

研究室の場所 電話番号・メールアドレス

講義棟３Ｆ 授業中に指示します

曜日・時限

別途、時間割参照

オフィスアワー

月曜日

（特になし）

授業の性格

担当者に関する情報

科目名
開講年次 開講学期

第1回目 
ガイダンス（学習成果、成績評価）
Ｗｅｂデザイン論で学習した内容の復習

第6回目  オリジナルサイトの構築③　　教員とのディスカッション③

第4回目  オリジナルサイトの構築①　　教員とのディスカッション①

第5回目  オリジナルサイトの構築②　　教員とのディスカッション②

Ｗｅｂデザイン演習Ⅱ

Web Design Ⅱ
2年 後期

同時に履修しておくことが望まれる科目

当該科目の理解を促すために受講しておくことが望まれる科目

授業の形態

演習

Ｗｅｂデザイン演習Ⅰ

亀田和則

第2回目 
Ｊｉｍｄｏの復習　　ネットショップを開業する手順を開設する
専用用紙に必要事項を記入し、次の授業で提出する

第3回目 
提出された課題に関して教員とディスカッション
合格した学生はＪｉｍｄｏによるサイト構築を開始する

①ビジネスサイト（模擬）を構築する手順を理解できるようにする。
②無料でできるＳＥＯ対策とリピータを獲得する対策を施すことができるようにする。
③Ｊｉｍｄｏの機能（タイトルの追加、レイアウト変更、見出しの追加、テキストの入力、箇条書き、文字飾り、リンク、ナ
ビゲーションの編集、下の階層のメニュー、表作成、写真の追加、Ｇｏｏｇｌｅマップ、お問い合わせフォーム、ブログ）が
使えるようにする。

授業の方法

ネットショップを開業する手順とビジネス（ネットショップ）サイトを構築する手順が説明でき、ＳＥＯ対策・リピータ獲得
対策を考慮しながらＪｉｍｄｏの機能を利用し、ビジネス（ネットショップ）サイトを構築することができる。

Course　Name

学習の成果（学習成果）

授業のスケジュールと内容

特になし

Ｗｅｂデザイン演習ⅠでＪｉｍｄｏによるＷｅｂサイト構築の基礎を学び、Ｗｅｂデザイン論ではＷｅｂサイトの企画・デザ
インを学んだ。この授業では模擬的に学生が経営者となり、自分の会社（店）のＷｅｂサイトが低予算で高品位となるように
Ｊｉｍｄｏを用いて構築する。

①配布する専用用紙に開設するＷｅｂサイトの「会社名（店名）」「会社（商品）のコンセプト」「サイト名」「ターゲッ
ト」「キャッチコピー」「コンテンツ」を記入し、教員とディスカッションし合格した者が、ＪｉｍｄｏでＷｅｂサイトを構
築することができる。
②スケジュールを変更する際には、授業で連絡する。
③オリジナルサイトを構築できない学生は、「佐野短大の学生が作るサイト」の記事を書く。

氏名

授業の目標

授業の概要



割合

100%

90%

授業参加態度

操作方法がわからないときは、原則として教員へ質問するが、隣の友達に質問をしてもよい。ただし、私語は慎むこと。２回
の遅刻は１回の欠席となる。

発表内容（態度含む）

その他
佐野短大の学生が作るサイトの記事が該当する。オリジナルサイトを構築する学生は、
加点対象となる。１つの記事の配点は15点である。満点は「教員の修正を必要としな
い」である。

教科書：「１０日で作るかっこいいホームページＪｉｍｄｏデザインブック」（出版：MdN）（著者：赤間公太郎）（Webデザ
イン演習Ⅰで使用したテキスト）
※必ず購入し、第一回目の授業から持参すること。ただし、Webデザイン演習Ⅱから履修する学生について、この授業に関する
テキスト販売はしないので、セブンイレブンの店頭で予約購入をしてください。送料・手数料はかかりません。

教科書と参考図書

オリジナルサイトが該当する。満点は「構築の目的がビジネスに直結、ＳＥＯ対策・リ
ピータ獲得対策を施してあり、見栄えがよく、作成したページが５ページ以上ある」で
ある。

第15回目  授業で学習した内容の復習

第10回目  オリジナルサイトの構築⑦　　教員とのディスカッション⑦

第8回目  オリジナルサイトの構築⑤　　教員とのディスカッション⑤

第9回目  オリジナルサイトの構築⑥　　教員とのディスカッション⑥

評価の領域 評価の基準

第11回目  オリジナルサイトの構築⑧　　教員とのディスカッション⑧

第12回目  オリジナルサイトの構築⑨　　教員とのディスカッション⑨

第13回目  オリジナルサイトの構築⑩　　教員とのディスカッション⑩

第14回目  作成したオリジナルサイトに関して教員とディスカッションした後、他の受講者の前で発表する

第7回目  オリジナルサイトの構築④　　教員とのディスカッション④

試験

成績評価の方法と基準

履修上の留意点・ルール

レポート

調査報告書

小テスト


